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東京電力福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生している Cs 吸着ゼオライト廃棄物の合理的な処理方

法として溶融ガラス固化が挙げられる。本研究ではガラス融剤の種類/添加量、溶融時間等の固化条件をパラ

メータとして Cs 吸着ゼオライトをガラス固化し、ガラス溶融時の Cs 揮発挙動を速度論的に評価した。 
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1.緒言 

東京電力福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生した Cs 吸着ゼオライト廃棄物の合理的な処理方法の一

つとして、溶融ガラス固化が検討されている。溶融ガラス固化では、ガラス融剤の種類／添加量や溶融温度

／時間、ガラスサイズ（表面積／重量比）などの固化条件が、Cs 揮発挙動に影響する。本研究では、ガラス

融剤の種類／添加量、溶融時間、ガラスサイズをパラメータとして Cs 吸着ゼオライトをガラス固化し、Cs

揮発率の測定・評価からガラス溶融時の Cs 揮発メカニズムについて検討した。 

2.実験 

Cs（コールド）を 1 wt%吸着させたゼオライト（合成チャバサイト IE96）にガラス融剤として Na2B4O7：

30 wt%と、Li2O（または Na2O, K2O, CaO ）を数 wt%加え、1025℃で 3 h 溶融し、急冷、アニール、徐冷

によりガラス固化体を作製した。作製したガラス固化体の均質性を評価した後、固化体中の Cs含有量を XRF

を用いて測定し、Cs 揮発率（溶融時の Cs 揮発量／ガラス固化前のゼオライトの Cs 吸着量）を評価した。

また、Cs 揮発の速度論的評価として、添加融剤 Na2B4O7：30 wt%＋ Li2O：5 wt%、溶融温度 1025℃の固

化条件において、溶融時間とガラスサイズをパラメータとしてガラス固化体を作製し、固化体中の Cs 含有量

測定から Cs 揮発率の溶融時間及びガラスサイズ依存性を評価した。 

3.結果・考察 

実験結果の一例として、添加融剤 Na2B4O7：30 wt%＋

Li2O：5 wt%の場合の Cs揮発率のガラスサイズ（重量）／

溶融時間依存性の結果を図 1 に示す。Cs 揮発率は溶融時間

に対してほぼ直線的に増加することより、Cs は一定速度で

揮発することが分かった。また、この時の Cs 揮発速度（Cs

揮発率-溶融時間直線の傾き）はガラスサイズ（重量）の 3

乗根にほぼ反比例し、球形試料を仮定するとガラス表面積

当りの Cs 揮発速度を一定とみなせることより、Cs 揮発の

律速過程は溶融ガラス表面からの Cs 揮発プロセスである

ことが示唆された。 
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図 1 Cs 揮発率：ガラスサイズ／溶融時間依存

性 
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